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■承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（四万十町税条例の一部を

改正する条例） 
【要旨】 

地方税法等の一部を改正する法律（令和６年法律第４号）、地方税法施行令の一部

を改正する政令（令和６年政令第 136号）、地方税法施行令の一部を改正する政令（令

和６年政令第 137号）及び地方税法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令第 138

号）並びに地方税法施行規則の一部を改正する省令（令和６年総務省令第 37 号）は

令和６年３月 30 日にそれぞれ公布され、同年４月１日から施行されることに伴い、

四万十町税条例の改正が必要となりましたが、緊急を要するため議会を招集する時間

的余裕がないと認め、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 179条第１項の規定に

より専決処分を行いましたので、同条第３項の規定に基づき報告し、承認を求めるも

のです。 

 

【主な条例改正内容】 

１．個人住民税 

令和６年度分の個人住民税について定額減税を行います。 

 

（定額減税の概要） 

納税者及び配偶者を含めた扶養家族１人につき、令和６年分の所得税額から３万

円の減税、令和６年度分の個人住民税所得割の額から１万円の減税を行います。（納

税者の合計所得金額が 1,805万円（給与収入 2,000万円）以下の方が対象となりま

す。） 

 

２．固定資産税 

土地の固定資産税の課税標準額・税額の据え置き 

宅地等及び農地の負担調整措置（固定資産税評価額が急激に増額した場合でも、

税負担が急激に増えないように、税額計算の基となる課税標準額を徐々に増やす仕

組み）については、令和６年度から令和８年度までの間、改正前の負担調整措置の

仕組みを継続します。 

 

３．その他 

関係法令の改正に伴う読替え規定の追加を行います。 

 

【施行期日】  令和６年４月１日 

 

【新旧対照表】 

 別紙のとおり 
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【根拠法令】 

地方自治法（抜粋） 

（専決処分） 

第 179条 普通地方公共団体の議会が成立しないとき、第 113条ただし書の場合に

おいてなお会議を開くことができないとき、普通地方公共団体の長において議会

の議決すべき事件について特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕が

ないことが明らかであると認めるとき、又は議会において議決すべき事件を議決

しないときは、当該普通地方公共団体の長は、その議決すべき事件を処分するこ

とができる。ただし、第 162条の規定による副知事又は副市町村長の選任の同意

及び第 252条の 20の２第４項の規定による第 252条の 19第１項に規定する指定

都市の総合区長の選任の同意については、この限りでない。 

２ 議会の決定すべき事件に関しては、前項の例による。 

３ 前２項の規定による処置については、普通地方公共団体の長は、次の会議にお

いてこれを議会に報告し、その承認を求めなければならない。 

４ （略） 
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（
令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
の
納
税
通
知
書
に
関
す
る
特
例
）
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第
７
条
の
６
 
令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
限
り
、
個
人
の
町
民
税
の
納
税
通

知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
第
4
1
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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(
１
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る

個
人
の
町
民
税
の
額
（
前
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に

算
出
さ
れ
る
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
を
い
う
。
）
、
特
別
税
額
控

除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
（
法
附
則
第
５
条
の
８
第
１
項
及
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

び
第
２
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
普
通
徴
収
に

係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
を
い
う
。
）
及
び
普
通
徴
収
に
係
る
森
林
環
境
税
の
額

の
合
算
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個

人
の
住
民
税
の
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民

税
の
額
、
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
及
び
普
通
徴
収
に
係
る
森
林
環

境
税
の
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
普
通
徴
収
の
個

人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控

除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
を
４
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該

金
額
に
1
,
0
0
0
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
1
,
0
0
0
円

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）
に
３
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ

の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
か
ら
控
除
し

た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
１
期
分
金
額
」
と
い

う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納

付
額
は
、
第
4
0
条
第
１
項
に
規
定
す
る
第
１
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
、
次
項
及

び
次
条
第
１
項
に
お
い
て
「
第
１
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者
の

第
１
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
そ
の
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の

分
割
金
額
と
す
る
。
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(
２
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特

別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第

１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該

納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
１
期
納
期
に
お
い
て
は
な

い
も
の
と
し
、
第
4
0
条
第
１
項
に
規
定
す
る
第
２
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
及
び

次
条
第
１
項
に
お
い
て
「
第
２
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第

１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の
個

人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
第
4
0
条
第
１
項
に

規
定
す
る
第
３
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
３
期
納
期
」
と
い

う
。
）
及
び
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
第
４
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
第
４
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

(
３
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特

別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額

以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
２
を

乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記

載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２
期
納
期
に
お
い
て
は
な

い
も
の
と
し
、
第
３
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の

分
割
金
額
に
２
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の
個

人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
第
４
期
納
期
に
お

い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。
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(
４
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特

別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
２
を
乗
じ

て
得
た
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す

べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
１
期
納
期
、
第
２
期
納
期
及
び
第
３
期
納
期
に
お

い
て
は
な
い
も
の
と
し
、
第
４
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
普
通
徴
収
に
係
る

個
人
の
町
民
税
の
額
、
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
及
び
普
通
徴
収
に

係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
と
す
る
。
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２
 
令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
（
第
１
期
納
期
か
ら
第
4
7
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
を
除
く
。
）
を

同
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
前

項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
 

 

（
令
和
６
年
度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
関
す
る
特

例
）
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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＿
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＿
＿

＿
＿
 

第
７
条
の
７
 
令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
限
り
、
第
4
7
条
の
２
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係

る
個
人
の
町
民
税
（
第
３
項
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個
人
の
町

民
税
」
と
い
う
。
）
の
額
及
び
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ

っ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
に
つ
い
て

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

＿
 

(
１
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る

個
人
の
町
民
税
の
額
（
附
則
第
７
条
の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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＿
＿
＿
＿
＿
＿
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＿
＿
＿
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＿
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＿
＿
＿
＿
＿
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

し
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
第
4
7
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
前
年
中
の
公
的
年
金

等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を

行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
５
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

合
算
額
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
５
号
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及

び
均
等
割
額
の
合
算
額
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
３
項
第
１

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割

額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
３
項
に
お
い
て
「
年
金
所
得

に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
者
の
特

別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前
の

年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
か
ら
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係

る
個
人
の
町
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

の
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
２
で
除
し
て
得
た
金

額
（
当
該
金
額
に
1
,
0
0
0
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額

が
1
,
0
0
0
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た

金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
２
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者
の
特

別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に

相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
１
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
に
満

た
な
い
場
合
に
は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２
期
納
期
に
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ

て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
普
通
徴
収
対
象
税
額
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第
4
7
条
の
３
に
規

定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
す
る
際
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ

て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
（
以
下
こ

の
項
及
び
第
３
項
に
お
い
て
「
特
別
徴
収
対
象
税
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
１
期

納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個

人
の
町
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
第

２
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該
年
度

の
初
日
の
属
す
る
年
の
1
0
月
１
日
か
ら
1
1
月
3
0
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者

の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
を
３
で
除
し
て
得

た
金
額
（
当
該
金
額
に
1
0
0
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

が
1
0
0
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金

額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）
に
２
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
か
ら

控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
1
0
月
分
金
額
」
と

い
う
。
）
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
1
2
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
3
1
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
 

(
２
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者

の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
１
期
納
期
に
お
け
る

税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
第
２
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と

そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の

町
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該
年

度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
1
0
月
１
日
か
ら
1
1
月
3
0
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の

者
の
1
0
月
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
1
2
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
3
1
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
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(
３
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
と

の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期

分
金
額
及
び
そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴

収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２
期
納
期
に
お

け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の

1
0
月
１
日
か

ら
1
1
月
3
0
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２

期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係

る
個
人
の
町
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税

額
、
同
年
1
2
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分

割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
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(
４
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
及

び
そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
１
期
分
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割

金
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対

象
税
額
は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２
期
納
期
並
び
に
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の
1
0
月
１
日
か
ら
1
1
月
3
0
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同

年
1
2
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分

金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割

金
額
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係
る
特
別
税

額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
3
1
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
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(
５
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
、

そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に

は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２

期
納
期
並
び
に
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
1
0
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１
月
3
1

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
3
1
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の

合
算
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
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２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
4
7
条
の
４
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
第
２
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
1
0
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収

対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
７
条
の
７
第
１
項
各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
っ
て
徴
収
す
べ
き
額
」
と
す
る
。
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＿
＿
 

３
 
令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
限
り
、
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個
人

の
町
民
税
の
額
（
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

＿
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＿
＿
 

(
１
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の

町
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
か
ら

第
4
7
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
控
除
し
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
３
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当

該
金
額
に
1
0
0
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
1
0
0
円
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）
に
２
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の

者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
か
ら
控
除
し
た

残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
1
0
月
分
金
額
」
と
い
う
。
）

に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の
1
0
月
１
日
か
ら
1
1
月
3
0
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
か

ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除

し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
1
2
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
3
1
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
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＿
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＿
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＿
＿
＿
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＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
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＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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＿
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＿
＿

＿
＿
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＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(
２
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の

1
0
月
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者

の
1
0
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
特

別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
1
0
月
１
日
か
ら
1
1
月
3
0

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
1
2
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１

月
3
1
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と

の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
3
1
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

(
３
)
 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
が
そ
の
者
の
1
0
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計

額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す

る
年
の
1
0
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の

と
し
、
同
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
4
7
条

の
５
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
4
7
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る

年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
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＿
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＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

４
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
4
7
条
の
４
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
第
２
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
1
0
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
７
条
の
７
第
３
項
各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
っ
て
徴
収
す
べ
き
額
」
と
す
る
。
 

５
 
令
和
６
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
き
第
4
7
条
の
６
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
各
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
 

 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

 

（
令
和
７
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
の
特
別
税
額
控
除
）
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

第
７
条
の
８
 
令
和
７
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
５
条
の
1
2
第
３

項
及
び
第
４
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
町
民
税
に
係
る
令
和
７
年

度
分
特
別
税
額
控
除
額
を
、
同
条
第
３
項
に
規
定
す
る
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義

務
者
の
第

3
4
条
の
３
、
第

3
4
条
の
６
か
ら
第

3
4
条
の
９
ま
で
、
附
則
第
５
条
第
２

項
、
附
則
第
７
条
第
１
項
、
附
則
第
７
条
の
３
の
２
第
１
項
、
附
則
第
７
条
の
４
及

び
附
則
第
９
条
の
２
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。
 

＿
＿
＿
＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
８
条
 
略
 

第
８
条
 
略
 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
各
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
６
条
第
５
項

に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
3
6
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
、
肉

用
牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
2
5
条
第
２
項
第
２
号
に
規
定
す
る
事
業
所

得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
前
年
の
総
所
得
金
額

に
係
る
町
民
税
の
所
得
割
の
額
は
、
第
3
3
条
か
ら
第
3
4
条
の
３
ま
で
、
第
3
4
条
の
６

か
ら
第
3
4
条
の
８
ま
で
、
附
則
第
７
条
第
１
項
、
附
則
第
７
条
の
３
第
１
項
、
附
則

第
７
条
の
３
の
２
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
４
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
附
則

第
６
条
第
５
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
各
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
６
条
第
５
項

に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
3
6
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
、
肉

用
牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
2
5
条
第
２
項
第
２
号
に
規
定
す
る
事
業
所

得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
前
年
の
総
所
得
金
額

に
係
る
町
民
税
の
所
得
割
の
額
は
、
第
3
3
条
か
ら
第
3
4
条
の
３
ま
で
、
第
3
4
条
の
６

か
ら
第
3
4
条
の
８
ま
で
、
附
則
第
７
条
第
１
項
、
附
則
第
７
条
の
３
第
１
項
、
附
則

第
７
条
の
３
の
２
第
１
項
及
び
前
条
＿
＿
＿
＿
＿
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
附
則

第
６
条
第
５
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
3
4
条
の
９
第
１
項
、
附
則
第
７
条

の
５
第
１
項
及
び
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
3
4
条
の
９
第
１
項
中
「
前

３
条
」
と
あ
る
の
は
 
「
前
３
条
並
び
に
附
則
第
８
条
第
２
項
」
と
、
附
則
第
７
条

の
５
第
１
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
、
附
則
第
８
条
第
２
項
」
と
、
前
条

中
「
附
則
第
７
条
の
４
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
７
条
の
４
、
次
条
第
２
項
」
と
す

る
。
 

３
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
3
4
条
の
９
第
１
項
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
 
＿
＿
＿
＿
＿
中
「
前

３
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
３
条
並
び
に
附
則
第
８
条
第
２
項
」
と
す
る
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
。
 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

者
が
す
べ
き
申
告
）
 

者
が
す
べ
き
申
告
）
 

第
1
0
条
の
３
 
略
 

第
1
0
条
の
３
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
町
長
は
、
法
附
則
第
1
5
条
の
７
第
１
項
又
は
第
２
項
の
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
う

ち
区
分
所
有
に
係
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
申
告
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合

に
お
い
て
も
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

2
0
年
法
律

第
8
7
号
）
第
５
条
第
４
項
に
規
定
す
る
管
理
者
等
か
ら
、
法
附
則
第
1
5
条
の
７
第
３

項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
４
項
に
規
定
す
る
書
類
の
提
出

が
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
区
分
所
有
に
係
る
住
宅
が
法
附
則
第
1
5
条
の
７
第
１
項
又
は

第
２
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
条
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

４
～
８
 
略
 

３
～
７
 
略
 

９
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
第
４
項
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
住
宅
又
は
同
条
第
５
項
の
高

齢
者
等
居
住
改
修
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
同
条
第
４
項
に
規
定
す
る
居
住
安
全
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
９
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

８
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
第
４
項
の
高
齢
者
等
居
住
改
修
住
宅
又
は
同
条
第
５
項
の
高

齢
者
等
居
住
改
修
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
同
条
第
４
項
に
規
定
す
る
居
住
安
全
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
８
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
１
)
～
(
７
)
 
略
 

(
１
)
～
(
７
)
 
略
 

1
0
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
第
９
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
1
0
項
の
熱

損
失
防
止
改
修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら

３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条

第
1
0
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

９
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
第
９
項
の
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
1
0
項
の
熱

損
失
防
止
改
修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら

３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第

９
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
１
)
～
(
６
)
 
略
 

(
１
)
～
(
６
)
 
略
 

1
1
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
つ
い

て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅

に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
1
1
項
各
号
に
掲
げ
る
 
書
類
を
添
付
し
て
町

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

1
0
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
つ
い

て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅

に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
1
0
項
各
号
に
規
定
す
る
書
類
を
添
付
し
て
町

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
１
)
～
(
６
)
 
略
 

(
１
)
～
(
６
)
 
略
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

1
2
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又

は
同
条
第
５
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
専
有
部
分
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
附
則
第
1
5
条
の
９
第
９
項
に

規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
1
2
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

1
1
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又

は
同
条
第
５
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
専
有
部
分
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
附
則
第
1
5
条
の
９
第
９
項
に

規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
1
1
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
１
)
～
(
６
)
 
略
 

(
１
)
～
(
６
)
 
略
 

1
3
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
区
分
所

有
に
係
る
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該

特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
1
7
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

1
2
 
法
附
則
第
1
5
条
の
９
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
区
分
所

有
に
係
る
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該

特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
1
6
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
１
)
～
(
５
)
 
略
 

(
１
)
～
(
５
)
 
略
 

1
4
 
法
附
則
第
1
5
条
の
1
0
第
１
項
の
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完

了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則

附
則
第
７
条
第
1
8
項
に
規
定
す
る
補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築

物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
1
2
3
号
）
第
７
条
又
は
附

則
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
令

附
則
第
1
2
条
第
1
9
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て

町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

1
3
 
法
附
則
第
1
5
条
の
1
0
第
１
項
の
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完

了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則

附
則
第
７
条
第
1
7
項
に
規
定
す
る
補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築

物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
1
2
3
号
）
第
７
条
又
は
附

則
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
令

附
則
第
1
2
条
第
1
9
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て

町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
1
8
項
に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た

当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
 

(
５
)
 
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
1
7
項
に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た

当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
 

(
６
)
 
略
 

(
６
)
 
略
 

1
5
 
略
 

1
4
 
略
 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）
 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）
 

第
1
1
条
 
略
 

第
1
1
条
 
略
 

（
令
和
７
年
度
又
は
令
和
８
年
度
に
お
け
る
土
地
の
価
格
の
特
例
）
 

（
令
和
４
年
度
又
は
令
和
５
年
度
に
お
け
る
土
地
の
価
格
の
特
例
）
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

第
1
1
条
の
２
 
町
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利
用
価
値

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、
町
長
が
土
地
の

修
正
前
の
価
格
（
法
附
則
第

1
7
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
前
の
価
格
を
い

う
。
）
を
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の

課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
対
し
て
課
す

る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
第
6
1
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
７
年
度
分

又
は
令
和
８
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則

第
1
7
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登

録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
 

第
1
1
条
の
２
 
町
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利
用
価
値

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、
町
長
が
土
地
の

修
正
前
の
価
格
（
法
附
則
第

1
7
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
前
の
価
格
を
い

う
。
）
を
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の

課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
対
し
て
課
す

る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
第
6
1
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
４
年
度
分

又
は
令
和
５
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則

第
1
7
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登

録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
 

２
 
法
附
則
第
1
7
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
令
和
７
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和
７
年

度
類
似
適
用
土
地
で
あ
っ
て
、
令
和
８
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
前
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
は
、
第
6
1
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則

第
1
7
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳

等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
 

２
 
法
附
則
第
1
7
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
令
和
４
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和
４
年

度
類
似
適
用
土
地
で
あ
っ
て
、
令
和
５
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
前
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
は
、
第
6
1
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則

第
1
7
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳

等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
特
例
）
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
特
例
）
 

第
1
2
条
 
宅
地
等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地

等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額

に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価

格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
の
２
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
1
0
0
分
の
５
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
を
乗
じ
て
得
た
額

を
加
算
し
た
額
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た

額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

第
1
2
条
 
宅
地
等
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
 
固
定
資

産
税
の
額
は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地

等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額

に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価

格
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
の
２
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
1
0
0
分
の
５
（
商
業
地
等
に
係

る
令
和
４
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
1
0
0
分
の
2
.
5
）
を
乗
じ
て
得
た
額

を
加
算
し
た
額
（
令
和
３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た

額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

14



改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
」

と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
」

と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産

税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
に
1
0
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る

率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
及
び
令
和
５
年

度
分
 
＿
＿
＿
＿
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産

税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
に
1
0
分
の
６
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る

率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産

税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価
格
に
1
0
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗

じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係
る
令
和
４
年
度
分
及
び
令
和
５
年

度
分
＿
＿
＿
＿
＿
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定
資
産

税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価
格
に
1
0
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗

じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

４
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
0
.
6
以
上
0
.
7
以
下

の
も
の
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

額
は
、
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３

ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業

地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合

に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商
業
地
等
据
置
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）

と
す
る
。
 

４
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
0
.
6
以
上
0
.
7
以
下

の
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

額
は
、
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３

ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業

地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合

に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商
業
地
等
据
置
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）

と
す
る
。
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

５
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
0
.
7
を
超
え
る
も
の

に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、

第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
1
0
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等

が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら

第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産

税
額
（
以
下
「
商
業
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
 

５
 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
の
負
担
水
準
が
0
.
7
を
超
え
る
も
の

に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、

第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
1
0
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等

が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
3
4
9
条
の
３
又
は
附
則
第

1
5
条
か
ら

第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産

税
額
（
以
下
「
商
業
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
特
例
）
 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
特
例
）
 

第
1
3
条
 
農
地
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
農
地
に
係

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額

（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第

3
4
9
条
の
３
又
は
附
則

第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
負
担
水

準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
 
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い

う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

第
1
3
条
 
農
地
に
係
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
額
は
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
農
地
に
係

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額

（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第

3
4
9
条
の
３
又
は
附
則

第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
負
担
水

準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
令
和

３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

額
）
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い

う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

略
 

 

略
 

 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
1
5
条
 
附
則
第
1
2
条
第
１
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附

則
第
1
1
条
第
２
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
3
4
9
条
の
３
、
第
3
4
9

条
の
３
の
２
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地

第
1
5
条
 
附
則
第
1
2
条
第
１
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附

則
第
1
1
条
第
２
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
3
4
9
条
の
３
、
第
3
4
9

条
の
３
の
２
又
は
附
則
第
1
5
条
か
ら
第
1
5
条
の
３
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

等
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
1
3
7
条
第
１
号
及
び
第
1
4
0
条
の
５
中
「
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第
1
2
条
第
１
項
か
ら
第
５
項
ま
で
に
規
定
す
る
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
」
と
す
る
。
 

等
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
1
3
7
条
第
１
号
及
び
第
1
4
0
条
の
５
中
「
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第
1
2
条
第
１
項
か
ら
第
５
項
ま
で
に
規
定
す
る
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
」
と
す
る
。
 

２
 
法
附
則
第
1
1
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得
の
う
ち
平
成
1
8

年
１
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る

特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
1
3
7
条
第
２
号
中
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準

と
な
る
べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格

（
法
附
則
第
1
1
条
の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
い
う
。
）
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
し
、

「
令
第
5
4
条
の
3
8
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
5
4
条
の
3
8
第
１

項
に
規
定
す
る
価
格
（
法
附
則
第
1
1
条
の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と

し
た
場
合
に
お
け
る
価
格
を
い
う
。
）
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。
 

２
 
法
附
則
第
1
1
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得
の
う
ち
平
成
1
8

年
１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る

特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
1
3
7
条
第
２
号
中
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準

と
な
る
べ
き
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格

（
法
附
則
第
1
1
条
の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
い
う
。
）
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
し
、

「
令
第
5
4
条
の
3
8
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
5
4
条
の
3
8
第
１

項
に
規
定
す
る
価
格
（
法
附
則
第
1
1
条
の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と

し
た
場
合
に
お
け
る
価
格
を
い
う
。
）
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。
 

３
～
５
 
略
 

３
～
５
 
略
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
1
6
条
の
３
 
略
 

第
1
6
条
の
３
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
1
6
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
す
る
。
 

＿
＿
＿
 

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
1
6
条
の
４
 
略
 

第
1
6
条
の
４
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

＿
＿
＿
＿
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
1
6
条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
す
る
。
 

４
 
略
 

４
 
略
 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
1
7
条
 
略
 

第
1
7
条
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
1
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
す
る
。
 

＿
 

（
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
1
8
条
 
略
 

第
1
8
条
 
略
 

２
～
４
 
略
 

２
～
４
 
略
 

５
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

５
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
1
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
す
る
。
 

＿
＿
＿
 

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
1
9
条
 
略
 

第
1
9
条
 
略
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
1
9
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
す
る
。
 

＿
＿
＿
＿
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
2
0
条
 
略
 

第
2
0
条
 
略
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
2
0
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税
の
所
得

割
の
額
」
と
す
る
。
 

＿
 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特

例
）
 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特

例
）
 

第
2
0
条
の
２
 
略
 

第
2
0
条
の
２
 
略
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
2
0
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
す
る
。
 

＿
＿
 

３
・
４
 
略
 

３
・
４
 
略
 

５
 
第
３
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 
５
 
第
３
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
2
0
条
の
２
第
３
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
町
民

税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。
 

＿
＿
＿
 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特

例
）
 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特

例
）
 

第
2
0
条
の
３
 
略
 

第
2
0
条
の
３
 
略
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

＿
＿
＿
＿
 

19



改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
2
0
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
す
る
。
 

３
・
４
 
略
 

３
・
４
 
略
 

５
 
第
３
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 
５
 
第
３
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
１
)
～
(
４
)
 
略
 

(
５
)
 
附
則
第
７
条
の
５
及
び
附
則
第
７
条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
７
条
の
５
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
2
0
条
の
３
第
３
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
町
民

税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。
 

＿
＿
＿
 

６
 
略
 

６
 
略
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■承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（四万十町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例） 
【要旨】 
地方税法等の一部を改正する法律（令和６年法律第４号）、地方税法施行令の一部

を改正する政令（令和６年政令第 136号）、地方税法施行令の一部を改正する政令（令

和６年政令第 137号）及び地方税法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令第 138

号）並びに地方税法施行規則の一部を改正する省令（令和６年総務省令第 37 号）は

令和６年３月 30 日にそれぞれ公布され、同年４月１日から施行されることに伴い、

四万十町国民健康保険税条例の改正が必要となりましたが、緊急を要するため議会を

招集する時間的余裕がないと認め、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 179条第

１項の規定により専決処分を行いましたので、同条第３項の規定に基づき報告し、承

認を求めるものです。 

 

【改正の趣旨】 

国民健康保険税に係る課税限度額を引き上げ、歳入の確保に努めるとともに、国民

健康保険税の軽減対象世帯のうち、５割及び２割軽減措置の拡充を図るものです。 

 

【主な条例改正の内容】令和６年度分の国民健康保険税から適用 

（１）課税限度額(上限額)の引上げ 

国民健康保険税の限度額を次の表のとおり引き上げました。 

 令和５年度 令和６年度(改正後) 

基礎課税分（医療分） 650,000円 650,000円 

後期高齢者支援金分 220,000円 240,000円 

介護保険分 170,000円 170,000円 

合計 1,040,000円 1,060,000円 

 

（２）５割・２割軽減対象世帯の基準額の改定 

５割・２割軽減対象世帯の判定所得の算定において、被保険者の数に乗ずべき

金額を次のとおり引き上げました。 

区分 
乗ずべき金額 

令和５年度 令和６年度（改正後） 

５割軽減 290,000円 295,000円 

２割軽減 535,000円 545,000円 

 

  【判定基準額】 

    ５割軽減 ＝ 430,000円 + （ 295,000円 × 被保険者数） 

    ２割軽減 ＝ 430,000円 + （ 545,000円 × 被保険者数） 
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【改正による被保険者への影響】 

（１）１人世帯で課税限度額となる所得（40～64歳の場合）の税額 

令和６年度では所得約 640万円を超えるあたりから税額増となり、約 810万円

以上の世帯が課税限度額 106万円の対象となります。 

 

（２）軽減対象となる所得 

低所得層の世帯（下記の表による軽減対象所得を超えない世帯）については、

軽減措置の拡充により国民健康保険税の負担減となる世帯が増加します。 

※５割軽減対象世帯所得額早見表 

被保険者数 

軽減対象所得 

令和５年度 令和６年度(改正後) 

１人 720,000円 725,000円 

２人 1,010,000円 1,020,000円 

３人 1,300,000円 1,315,000円 

４人 1,590,000円 1,610,000円 

５人 1,880,000円 1,905,000円 

 

※２割軽減対象世帯所得額早見表 

被保険者数 

軽減対象所得 

令和５年度 令和６年度(改正後) 

１人 965,000円 975,000円 

２人 1,500,000円 1,520,000円 

３人 2,035,000円 2,065,000円 

４人 2,570,000円 2,610,000円 

５人 3,105,000円 3,155,000円 

 

【施行期日】 

令和６年４月１日 

 

【新旧対照表】 

別紙のとおり 

 

【根拠法令】 

 承認第２号に同じ 
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四
万
十
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 
新
旧
対
照
表
 

改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

（
課
税
額
）
 

（
課
税
額
）
 

第
２
条
 
略
 

第
２
条
 
略
 

２
 
略
 

２
 
略
 

３
 
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の

世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割

額
及
び
資
産
割
額
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
2
4
万
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
2
4
万
円
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第
２
項
の

世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
所
得
割

額
及
び
資
産
割
額
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
2
2
万
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
2
2
万
円
と
す
る
。
 

４
 
略
 

４
 
略
 

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
）
 

（
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
）
 

第
2
3
条
 
次
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す

る
国
民
健
康
保
険
税
の
額
は
、
第
２
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ

に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
6
5
万
円
を
超
え
る
場

合
に
は
、
6
5
万
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ

及
び
エ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
2
4
万
円
を
超

え
る
場
合
に
は
、
2
4
万
円
）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か
ら

オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
1
7
万
円
を

超
え
る
場
合
に
は
、
1
7
万
円
）
の
合
算
額
と
す
る
。
 

第
2
3
条
 
次
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す

る
国
民
健
康
保
険
税
の
額
は
、
第
２
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ

に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
6
5
万
円
を
超
え
る
場

合
に
は
、
6
5
万
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ

及
び
エ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
2
2
万
円
を
超

え
る
場
合
に
は
、
2
2
万
円
）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か
ら

オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
1
7
万
円
を

超
え
る
場
合
に
は
、
1
7
万
円
）
の
合
算
額
と
す
る
。
 

(
１
)
 
略
 

(
１
)
 
略
 

(
２
)
 
法
第
7
0
3
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合

算
額
が
、
4
3
万
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、

4
3
万
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数

に
1
0
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一

世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
2
9
5
,
0
0
0
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る

納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
 

(
２
)
 
法
第
7
0
3
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合

算
額
が
、
4
3
万
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、

4
3
万
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数

に
1
0
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一

世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
2
9
万
円
＿
_
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る

納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
 

ア
～
カ
 
略
 

ア
～
カ
 
略
 

(
３
)
 
法
第
7
0
3
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合

算
額
が
、
4
3
万
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の

(
３
)
 
法
第
7
0
3
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合

算
額
が
、
4
3
万
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
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改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、

4
3
万
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数

に
1
0
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一

世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
5
4
5
,
0
0
0
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る

納
税
義
務
者
（
前
２
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
 

被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、

4
3
万
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数

に
1
0
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一

世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
5
3
5
,
0
0
0
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る

納
税
義
務
者
（
前
２
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
 

ア
～
カ
 
略
 

ア
～
カ
 
略
 

２
・
３
 
略
 

２
・
３
 
略
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■同意第１号 教育委員会委員の任命について 
【要旨】 

教育委員会委員横山順一氏の任期が令和６年５月 12 日をもって満了することに伴

い、同氏を再任することについて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和

31年法律第 162号）第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものです。 

【任命しようとする者】 

氏 名 横山 順一 （よこやま じゅんいち） 

住 所 四万十町大正      

生 年 月 日           （69歳） 

職 業 、 政 党 等 地方公務員、無所属 

〔主な経歴〕  

昭和 52年３月 

昭和 52年４月 

昭和 56年４月 

平成 10年４月 

平成 19年４月 

平成 27年３月 

平成 29年 10月 

平成 30年５月 

九州産業大学商学部卒業 

高知県公立学校講師 

   〃   教諭 

   〃   教頭 

   〃   校長 

定年退職 

人権擁護委員 

四万十町教育委員会委員 

 

【令和６年３月 31日現在の教育委員会委員】 

氏名 年齢 性別 職業等 政党等 保護者 任期 

横山 順一 69 男 元教員 無所属  R2.5.13 ～ R6.5.12 

谷口 和史 73 男 元会社員 無所属  R4.5.12 ～ R7.5.11 

野中 裕子 39 女 農業 無所属 〇 R4.5.13 ～ R8.5.12 

西谷  史 57 女 元保育士 無所属  R5.5.12 ～ R9.5.11 

※ 野中委員は、法律第４条第５項の規定による保護者に該当する。 
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【根拠法令】 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 
（組織） 

第３条 教育委員会は、教育長及び４人の委員をもつて組織する。ただし、条例で

定めるところにより、都道府県若しくは市又は地方公共団体の組合のうち都道府

県若しくは市が加入するものの教育委員会にあっては教育長及び５人以上の委

員、町村又は地方公共団体の組合のうち町村のみが加入するものの教育委員会に

あっては教育長及び２人以上の委員をもつて組織することができる。 

 （任命） 

第４条 教育長は、当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、

教育行政に関し識見を有するもののうちから、地方公共団体の長が、議会の同意

を得て、任命する。 

２ 委員は、当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育、

学術及び文化（以下単に「教育」という。）に関し識見を有するもののうちから、

地方公共団体の長が、議会の同意を得て、任命する。 

３ 次の各号のいずれかに該当する者は、教育長又は委員となることができない。 

(１) 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者 

(２) 禁錮以上の刑に処せられた者 

４ 教育長及び委員の任命については、そのうち委員の定数に１を加えた数の２分

の１以上の者が同一の政党に所属することとなってはならない。 

５ 地方公共団体の長は、第２項の規定による委員の任命に当たっては、委員の年

齢、性別、職業等に著しい偏りが生じないように配慮するとともに、委員のうち

に保護者（親権を行う者及び未成年後見人をいう。第 47条の５第２項において同

じ。）である者が含まれるようにしなければならない。 

（任期） 

第５条 教育長の任期は３年とし、委員の任期は４年とする。ただし、補欠の教育

長又は委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 教育長及び委員は、再任されることができる。 
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■同意第２号 固定資産評価員の選任について 
【要旨】 

 固定資産評価員戸田太郎氏の人事異動に伴い、その後任として本町税務課長の西岡

健二氏を選任することについて、地方税法（昭和 25年法律第 226号）第 404条第２

項の規定により議会の同意を求めるものです。 

 

【任命しようとする者】 

氏      名 西岡 健二 （にしおか けんじ） 

住      所 四万十町茂串町       

  生 年 月 日            （53歳） 

〔主な経歴〕 

 平成５年４月 窪川町職員採用 

 令和６年４月 四万十町税務課長 

 

地方税法（抜粋） 

（固定資産評価員の設置） 

第 404 条 市町村長の指揮を受けて固定資産を適正に評価し、且つ、市町村長が行う価格
の決定を補助するため、市町村に、固定資産評価員を設置する。 

２ 固定資産評価員は、固定資産の評価に関する知識及び経験を有する者のうちから、市
町村長が、当該市町村の議会の同意を得て、選任する。 

３・４ （略） 

（固定資産評価員の兼職禁止等） 

第 406条 固定資産評価員は、次に掲げる職を兼ねることができない。 

(１) 国会議員及び地方団体の議会の議員 

(２) 農業委員会の委員 

(３) 固定資産評価審査委員会の委員 

２ 固定資産評価員は、当該市町村に対して請負をし、又は当該市町村において経費を負
担する事業について当該市町村の長若しくは当該市町村の長の委任を受けた者に対して
請負をする者及びその支配人又は主として同一の行為をする法人の無限責任社員、取締
役、執行役若しくは監査役又はこれらに準ずべき者、支配人及び清算人であることがで
きない。 

（固定資産評価員の欠格事項） 

第 407条 次の各号のいずれかに該当する者は、固定資産評価員であることができない。 

(１) 成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ない者 

(２) 固定資産評価員の職務に関して罪を犯し刑に処せられた者 

(３) 前号に規定する者を除くほか、禁錮（こ）以上の刑に処せられた者であつてその
執行を終わつてから、又は執行を受けることがなくなつてから、２年を経過しない者 

(４) 国家公務員又は地方公共団体の職員で、懲戒免職の処分を受け、当該処分の日か
ら２年を経過しない者 

四万十町税条例（平成 18年四万十町条例第 53号）抜粋 

（固定資産評価員の設置） 

第 76条 町長の指示を受けて固定資産を適正に評価し、かつ、町長が行う価格の決定を補
助するため、固定資産評価員１人を置く。 

２ 固定資産評価員は、非常勤無給の職とする。 
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■同意第３～５号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 
【要旨】 

四万十町固定資産評価審査委員会委員３人の任期が令和６年５月 11 日をもって満

了することに伴い、引き続き竹本英治氏を、また、新たな委員として芝正三氏と佐々

木優子氏を選任することについて、地方税法（昭和 25年法律第 226 号）第 423条第

３項の規定により議会の同意を求めるものです。 

 

 

【選任しようとする者】 

 同意第３号 

氏 名 竹本 英治 （たけもと えいじ） 

住 所 四万十町大井川      

生 年 月 日          （65歳） 

〔主な経歴〕 

・元四万十町職員（平成 31年３月定年退職）在職中は５年２か月の税務経験を有

する。 

・四万十町固定資産評価審査委員会委員（令和３年５月 12日～、現在１期目） 

 

 

 同意第４号 

氏 名 芝 正三 （しば しょうぞう） 

住 所 四万十町茂串町     

生 年 月 日           （65歳） 

〔主な経歴〕  

昭和 58 年 12月 

昭和 59 年４月 

昭和 59 年４月 

昭和 59 年４月 

平成 15年２月 

平成 18年３月 

平成 28年４月 

土地家屋調査士資格取得 

高知県土地家屋調査士会所属 

高知県公共嘱託登記土地家屋調査士協会所属 

四万十町（旧窪川町）に土地家屋調査士事務所を開業 

窪川町議会議員 

四万十町議会議員 

四万十町都市計画審議会委員 
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 同意第５号 

氏 名 佐々木 優子 （ささき ゆうこ） 

住 所 四万十町大正      

生 年 月 日           （63歳） 

〔主な経歴〕 

・元四万十町職員（令和３年３月定年退職）在職中は４年９か月の税務経験を有す

る。  
【根拠法令】 
地方税法（抜粋） 
 （固定資産評価審査委員会の設置、選任等） 

第 423 条 固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服を審査決定するため

に、市町村に、固定資産評価審査委員会を設置する。 

２ 固定資産評価審査委員会の委員の定数は３人以上とし、当該市町村の条例で定

める。 

３ 固定資産評価審査委員会の委員は、当該市町村の住民、市町村税の納税義務が

ある者又は固定資産の評価について学識経験を有する者のうちから、当該市町村

の議会の同意を得て、市町村長が選任する。 

４・５ （略） 

６ 固定資産評価審査委員会の委員の任期は、３年とする。ただし、補欠の委員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

７ 固定資産評価審査委員会の委員は、当該市町村の条例の定めるところによつ

て、委員会の会議への出席日数に応じ、手当を受けることができる。 

８・９ （略）  
四万十町税条例（平成 18年四万十町条例第 53号）抜粋 

 （固定資産評価審査委員会の設置） 

第 77 条 固定資産課税台帳に登録された価格（法第 389 条第１項、第 417 条第２

項又は第 743 条第１項若しくは第２項の規定によって知事又は総務大臣が決定

し、又は修正し、町長に通知したものを除く。）に関する不服を審査決定するた

めに、町固定資産評価審査委員会（以下「審査委員会」という。）を置く。 

 （審査委員会の委員の定数） 

第 78条 審査委員会の委員の定数は、３人とする。  
29


